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産業建設
常任委員会

委員長 吹田　薫

総　務
常任委員会

委員長 福井節子

防災対策
特別委員会

委員長 早川康生

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

●
高
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

畑
の
棚
田
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
、

た
い
さ
ん
じ
風
花
の
丘
、
森
林
公
園

く
つ
き
の
森
、
道
の
駅
施
設
「
藤
樹

の
里
あ
ど
が
わ
」
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
施
設
の
利
用
者
や
収
益
の
実

績
、
建
物
等
設
備
の
現
状
、
指
定
管

理
料
の
根
拠
、
候
補
者
が
提
案
し
た

事
業
の
内
容
等
に
関
す
る
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
は
、
指
定
管
理

期
間
お
よ
び
管
理
料
の
妥
当
性
、
施

設
の
修
繕
経
費
の
分
担
、
従
業
員
の

雇
用
の
問
題
、
さ
ら
に
、
今
後
の
指

定
管
理
の
在
り
方
や
方
向
性
に
つ
い

て
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
保
険
者
の
減
少
や
保
険
給
付
費

の
増
額
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運
営
が

続
い
て
い
る
国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
い
て
、
財
源
不
足
を
解
消
し
事
業

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
市
民
生
活

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
２
年
を
か
け

て
税
率
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
今

回
の
条
例
改
正
は
２
年
目
に
あ
た
り

ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
税
の
算
定
項

目
で
あ
る
資
産
割
を
完
全
廃
止
し
、

所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
を
増
加

す
る
も
の
で
、
税
率
上
昇
率
は
平
均

す
る
と
11
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
財

政
状
況
や
、
平
成
30
年
度
に
県
へ
の

広
域
編
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
国
か
ら
の
財
政
措
置
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
高
島
市
道
の
駅
施
設
「
藤

樹
の
里
あ
ど
が
わ
」
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
全
員
賛
成

で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
「
可
決
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

以
上
を
含
む
９
議
案
は
、
い
ず
れ
も
全
員

賛
成
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま

し
た
。

不採択とすべき

可決
すべき

可決
すべき

　

10
月
６
日
、
千
葉
県
浦
安
市
で
液

状
化
対
策
事
業
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
被
害

を
受
け
た
浦
安
市
で
は
、
液
状
化
対

策
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
住
宅

補
強
費
用
の
自
己
負
担
に
つ
い
て
、

住
民
の
合
意
を
得
る
こ
と
に
苦
慮
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

翌
７
日
に
は
、
環
境
省
の
担
当
者

か
ら
「
循
環
共
生
型
社
会
の
構
築
」

や
「
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
の
方
向

性
」に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
、
そ
し
て
、
環
境
に
負
荷
を
与
え

な
い
資
源
循
環
型
の
ご
み
処
理
行
政

を
目
指
し
、
調
査
・
研
究
に
取
り
組

み
ま
す
。　

　

11
月
10
日
に
富
山
県
広
域
消
防
防

災
セ
ン
タ
ー
、体
験
型
学
習
施
設「
四

季
防
災
館
」、
富
山
県
南な

ん
と砺
市
役
所

を
視
察
し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
施
設
や
、
自
主
防
災

組
織
に
お
け
る
防
災
士
育
成
の
重
要

性
等
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
調
査
・
研
究
に
努
め
ま

す
。

　

10
月
14
日
、
兵
庫
県
丹
波
市
で
定
住
促

進
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

丹
波
市
は
昨
年
７
月
１
日
か
ら
空
き
家

等
の
適
正
管
理
及
び
利
活
用
の
促
進
に
関

す
る
条
例
を
施
行
さ
れ
、
空
き
家
の
利
活

用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
そ
の
適
正
管
理

に
つ
い
て
も
必
要
な
事
項
を
定
め
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数
は
、
民
間

企
業
も
含
め
る
と
現
在
１
１
３
件
と
当
市

の
約
2
倍
で
す
。
空
き
家
の
利
活
用
は
当

市
の
課
題
で
も
あ
り
、
適
正
管
理
と
併
せ

て
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

翌
15
日
に
は
、
香
川
県
三
豊
市
で
行
政

改
革
と
公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。

　

三
豊
市
は
７
町
が
合
併
し
た
こ
と
か
ら
、

類
似
し
た
公
共
施
設
が
多
く
存
在
す
る
こ

と
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
か
ら
、
平
成
25

年
６
月
に
公
共
施
設
再
配
置
を
計
画
さ
れ
、

分
散
す
る
公
共
施
設
を
集
約
し
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
財
政
負
担
を
維

持
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

当
市
の
公
共
建
築
物
の
人
口
一
人
当
た

り
の
延
床
面
積
は
全
国
平
均
の
2
倍
を
上

回
る
７
・
29
㎡
で
、
来
年
度
を
目
途
に
公

共
建
築
物
の
再
編
計
画
を
策
定
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
面
だ
け
で
な

く
市
民
合
意
の
立
場
に
も
立
っ
た
計
画
を
、

十
分
な
協
議
の
も
と
策
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

日
本
共
産
党
高
島
市
議
団粟

津
泰
藏

日
本
共
産
党
高
島
市
議
団粟

津
泰
藏

反
対

反
対

　

委
員
会
審
査
で
の
選
考
内
容
や
評
価
点
等
を
問
う

が
、
市
は
「
委
員
の
名
や
個
々
の
内
容
に
つ
き
答
え

ら
れ
な
い
」
旨
の
答
弁
。
巨
額
の
収
益
あ
る
施
設
管

理
に
つ
い
て
は
、
市
直
営
を
含
め
指
定
管
理
の
あ
り

方
を
見
直
す
べ
き
だ
。
納
付
金
で
も
疑
問
あ
り
、
反

対
す
る
。

　
「
国
保
の
広
域
化
」
に
向
け
、
県
下
他
市
と
比
較

し
て
均
衡
を
取
る
た
め
、
２
年
連
続
し
て
税
率
を
引

上
げ
る
も
の
で
、大
幅
な
負
担
増
は
滞
納
世
帯
の
増
、

短
期
保
険
証
の
増
、
結
果
、
受
診
抑
制
な
ど
悪
循
環

の
懸
念
が
あ
り
、市
民
皆
保
険
が
保
て
ず
反
対
す
る
。

本会議での討論本会議での討論 道の駅「藤樹の里あどがわ」

賛
成

賛
成

　

選
定
委
員
会
の
厳
正
な
審
査
と
そ
の
結
果
に
基
づ

き
、
市
長
が
総
合
的
な
観
点
か
ら
最
終
的
な
判
断
を

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
農
産
物
生
産
者
の
高
齢
化

を
見
据
え
た
取
り
組
み
等
、
新
た
な
事
業
展
開
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
候
補
者
が
指
定
管
理
者

と
し
て
任
せ
る
に
値
す
る
と
考
え
賛
成
す
る
。

　

国
保
会
計
の
赤
字
脱
却
手
段
は
、
保
険
料
の
改
訂

と
公
平
・
公
正
な
シ
ス
テ
ム
作
り
が
基
本
で
あ
る
。

昨
年
に
続
き
保
険
料
の
改
訂
と
計
算
根
拠
の
変
更
議

案
で
あ
り
、
特
定
世
帯
に
も
考
慮
し
国
民
皆
保
険
制

度
を
持
続
さ
せ
る
為
に
必
要
な
処
置
と
し
て
賛
成
す

る
。

高
島
新
政
ク
ラ
ブ

青
谷　

章

ふ
る
さ
と
高
島
新
風
会

石
田　

哲
道の駅「藤樹の里あどがわ」

富山県広域消防防災センターでの
視察の様子

●
琵
琶
湖
流
域
下
水
道
高
島
浄
化
セ
ン

タ
ー
汚
水
処
理
施
設
共
同
整
備
事
業

に
係
る
工
事
等
の
委
託
協
定
の
締
結

に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
●
高
浜
原
発
に
か
か
る
住
民
説
明
会
に
関

す
る
請
願

　

工
事
の
入
札
へ
の
、
市
内
業
者
の
参
加

に
つ
い
て
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
こ
れ
を
含
む
４
議
案
に

つ
い
て
も
全
員
賛
成
で
「
可
決
す
べ
き
も

の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

国
や
関
係
機
関
や
関
西
電
力
㈱
に
対

し
、
高
浜
原
発
３
、４
号
機
に
関
す
る
住

民
説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
も
の
で
す
。

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告

●
高
島
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
税

の
徴
収
猶
予
お
よ
び
換
価
の
猶
予
に
係
る
手
続
き

等
の
規
定
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
方
税
法
施

行
規
則
の
改
正
に
あ
わ
せ
関
係
条
文
の
整
理
そ
の

他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
高
島
市
議
団森

脇　

徹

　

市
税
滞
納
者
に
差
押
え
を
執
行
す
る
か
ど
う
か
の

時
、
納
税
す
る
意
志
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
差
押
え

執
行
を
一
年
間
猶
予
す
る
と
い
う
も
の
。
納
税
者
の

猶
予
申
請
と
分
納
対
応
を
認
め
る
条
例
改
定
で
あ

り
、簡
易
な
申
請
書
式
に
す
る
よ
う
求
め
賛
成
す
る
。

本会議での討論

ふ
る
さ
と
高
島
新
風
会

日
本
共
産
党
高
島
市
議
団

梅
村
勝
久

森
脇　

徹

反
対

本会議での討論

賛
成

賛
成

　

日
常
生
活
を
送
る
上
で
不
安
な
状
態
は
、

憲
法
に
定
め
る
「
幸
福
追
求
の
権
利
」
に
反

す
る
。
関
西
電
力
は
原
子
力
安
全
協
定
を
、

滋
賀
県
と
締
結
し
、
高
島
市
と
は
結
ん
で
い

な
い
。
事
実
を
知
る
機
会
を
議
会
が
ふ
さ
ぐ

べ
き
で
な
く
、
市
民
の
願
い
に
応
え
る
こ
と

が
必
要
。

　

高
浜
原
発
再
稼
働
め
ぐ
り
関
電
や
国
機

関
が
従
う
べ
き
は
福
井
地
裁
の
再
稼
働
差
止

め
仮
処
分
決
定
で
あ
り
市
も
尊
重
す
べ
き
。

決
定
は
「
大
地
震
は
現
実
的
で
切
迫
し
た
危

険
・
高
浜
原
発
の
脆
弱
さ
あ
る
」
等
と
裁
定
。

こ
れ
に
反
し
た
再
稼
働
の
動
き
に
市
民
は
不

安
。
住
民
説
明
会
は
必
要
で
採
択
す
べ
し
。

　

説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
議
決
は
市
民

の
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
慎
重
に
判
断

す
べ
き
。
議
会
も
平
成
25
年
に
安
全
協
定
締

結
に
向
け
た
意
見
書
を
採
択
し
た
。
市
は
県

と
確
認
書
の
合
意
を
し
た
が
、
今
後
も
電
力

事
業
者
と
協
定
を
交
わ
す
方
向
で
あ
り
、
こ

の
動
き
に
支
障
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
議
決
は

す
べ
き
で
な
い
。

山
内
陽
子

賛
成


